平成17年11月24日

防衛施設庁長官　北原巌男　様

山口県知事　二井関成

岩国市長　　井原勝介

由宇町長　　槙本利光

「中間報告」における岩国基地再再編に対する質問事項について（照会）

先に日米両国政府間で合意された在日東軍基地再編の「中間報告」における岩国基地再再編案について、下記のとおり疑問点や懸念事項等があり貴職の見解を求めたいので、速やかに回答されますようお願いします。

記

1基本的事項

（1）地元自治体（山口県・岩国市・由宇町）への事前協議がないままに決定された「中間報告」の内容は、今後、地元の要望を踏まえ、修正が可能と考えてよいか。また、「パッケージ全体」について合意がなされない場合、一部の合意があったとしても、「最終報告は成立し得ないものと理解してよいか。併せて、「最終報告」に向けた、地元説明を含む全体スケジュールを示されたい。

（2）国の安金保障政策に協力しながら住民生活の安全・安心を守るという観点で、地元が従来から堅持している「今以上の基地機能の強化は容認できない」という基本方針をどのように受け止め、理解しているのか。また、その趣旨については、繰り返し国に説明し理解を得ており、CH－53Dヘリ配備の際にも「今後とも地元の意向は十分尊重する」との回答を得て受入れを容認した経緯がある。こうした経緯と今回の移駐案を提示することとの整合性を問う。

（3）空母艦載機の岩国移駐は、「騒音の厚木から岩国への単なるたらい回し」ではないかとの懸念を抱いており、これに関する見解と岩国移駐の必要性を示されたい。また、「海兵隊と海軍の統合運用」が艦載機移駐の理由の一つとの説明があったが、これはどのようなものか説明されたい。

（4）空母艦載機の岩国移駐は、岩国での「NLPのなし崩し的な実施」につながる恐れがあるとの懸念があるが、NLPを岩国基地で実施しないという保証はあるのか。

（5）岩国基地沖合移設事業については、以前、国から、騒音や安全性の問題を改善・除去するため、地元の長年の要望に応えて実施するものであり、基地機能強化を意図としたものではないとの説明を受けているが、今回の再編との整合性を問う。

2個別的事項

（1）空母艦載機の厚木飛行場から岩国飛行場への移駐について

①「岩国飛行場における運用の増大」により、岩国の負担が増大する部分と影響を緩和するための関連措置の両面について具体的に示されたい。

②岩国への移駐予定の時期・機種別移駐機数、移駐に伴う軍人数・軍属数・家族数及び居住方法・区域を示されたい。

③安全性に関する資料（移駐予定機の諸元、移駐予定機に係る過去の事故歴）を示されたい。

④厚木基地における空母艦載機の飛行状況及び騒音の状況を示されたい。

⑤航空機の騒音について、次の諸条件を明示の上、沖合移設後の滑走路を利用した岩国基地全体のシミュレーションを示されたい。

○航空機の運用（騒音レベル、飛行回数、飛行コース等）

○平成7年環境影響評価との比較ができる騒音影響区域の提示

○他の軍用施設への訓練の分散

飛行ルート、上空制限、運用時間等について、現在の「岩国基地日米協議会」のルールを踏まえた運用

⑥大気・水質への影響を示されたい。

⑦「訓練空域を備えることとなる」とあるが、今後新たな訓練空域を設定するのか。

⑧現滑走路を誘導路にするというこれまでの説明に変更はないか。

⑨岩国基地沖合移設事業のスケジュールに変更はないか。

（2）空母艦載機離発着訓練について

①「空母艦載機離発着訓練のための恒常的な訓練施設の特定」とは、どういうことか。また、これを具体的にどの方面に求めようとしているのか。

②なぜ岩国基地においてE－2Cによる空母艦載機離発着訓練を実施するのか。また、厚木基地におけるE－2Cによる訓練の実態及び騒音の状況を示されたい。

③厚木基地における事前訓練の実態及び騒音の状況を示されたい。

④引き続き岩国基地に対し、予備施設の指定が行われ、天候不良等による緊急時には空母艦載機離発着訓練が実施されるのか。

（3）海上自衛隊機の厚木移駐について

①移駐時期、機種別の機数、移動人員（兵員・家族）について示されたい。併せて、現在の配備機数、隊員数、家族数を示されたい。

②海上自衛隊の厚木移駐に伴う環境への影響（騒音等）はどの程度減少するのか。

③海上自衛隊岩国基地（第31航空群）の組織はどうなるのか。

（4）KC－130の移駐について

①今回の米軍再編に伴い、SACO最終報告はどのように取り扱われるのか。

②地元自治体に何の相談もなく、今回、KC－130の移駐先を変更するのはなぜか。

③本年10月27日に「中間報告」の事前説明を受けた際に、「KC－130の司令部の所在地や家族の取扱いは引き続き検討する」との提示があったが、このことについての見解を伺う。

④平成9年のKC－130移駐容認の際、地元が要望した事項（「基地用地の返還」等）に対する国からの回答は、今後とも有効なものとして継続すると考えてよいか。

（5）訓練の移転について

1 訓練の分散の内容や分散の対象となる軍用施設及び当該地元との調整の時期を明らかにされたい。

2 岩国基地に関する具体的な負担軽減の内容を示されたい。

（6）訓練空域の調整について

「すべての米海軍及び米海兵隊航空機の十分な即応性の水準の維持を確保するための訓練空域の調整」とは具体的にどのようなことを調整するのか。

（7）追加的施設について

「岩国飛行場に配置される米海軍及び米海兵隊部隊、並びに民間空港の活動を支援するために必要な追加的施設、インフラ及び訓練区域の整備」とは具体的に何か。

（8）その他

①「米軍施設・区域が人口密集地域に集中している場所では、兵力構成の再編の可能性について特別の注意が払われる」とあるが、具体的にどの場所を想定し、どのような注意が払われるのか。

②「米軍施設・区域の軍民共同使用を導入する機会は適切な場合に検討される。このような軍民共同使用の実施は、軍事上の任務及び運用上の所要と両立するものでなければならない」とあるが、どういう意味か。

③横須賀に原子力空母が配備されるのか。そうなれば艦載機が80機となるとの報道があるが、岩国基地への移駐機数は増加するのか。

④今後、岩国基地が空母などの米国軍艦の母港及び寄港地になることはないか。

